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中原紘之 ・鯵坂哲朗 :梅崎 勇先生の御逝去を悼む

Hiroyuki Nakahara and Tetsuro Ajis政a:Dr. Isamu Umezaki (1925-1995) 

1Il me汀lOnam.

元京都大学農学部教授・福井県立大学生物資源学部

海洋生物資源学科教授梅崎勇先生は去る 10月2E1午後

4時21分，小浜市内の入院先の病院て、心筋使塞のため

70才の生涯を閉じられました。先生は大正 14年4月18

日福井県大飯郡加斗村飯盛(現小浜市)でお生まれに

なりました。昭和20年4月北海道帝国大学理学部植物

学科に入学され，山田幸男先生のもとで藍藻類の分類

学の研究を学ばれました。昭和23年3月に卒業後，た

だちに京都府舞鶴市に前年開設された京都大学農学部

水産学教室の助手に採用され，水産生物学講座で米国

勇一先生と共に水産植物学の分野を担当されました。

昭和46年同講座助教授になられた後，昭和 56年4月

に新設された農学研究科熱帯農学専攻水産資源学講座

の教授に昇任されました。再ひ、新設の講座で，新専攻

ならひ可こ新講座を軌道に乗せ昭和64年3月に定年退官

されま した。定年退官後は， (株)1関西総合環境セン

ターで技術顧問を勤められる傍ら，自宅の2If皆に1'1'ら

れた研究室で研究を続けておられましたが，平成3年

4月より新設されました福井県立大学生物資源学部の

教授に就任され，来年3月に第 l回の卒業生を送り出

すと共に退官の術l予定でした。

先生は戦後の創立問もない教室で，実験器具や文献

がほとんどない状態のもとで海産車i菜類の研究を始め

られました。鉄道および食糧事情がまだ悪いl時代を日

本各地へ採集旅行をされ，また世界各地の博物館から

基準標本等を借り，昭和134年に rThemarine blue-g陀en

alga巴ofJapanJを完成し，北海道大学より王li学博士の

学位を授与されました。

その後先生はライフワークであった海産援藻類の研

究を継続される傍ら， A正紅藻類や褐藻類の生活史，
ホンダワラ類の生態と幅広く研究されました。この時

期の研究にはスウェーデンのフリース博士との同時発

見となったウミゾウメン目の生活環における四分胞子

体の発見などがあります。また水産上の深場の重要性

に早くから注目され， ガラ l~~場を形成するホンダワラ

類のフェノロジーの研究を精力的に行われると共に，

先生のリーダーシップのもとで多くの大学の研究者の

協力を得て， i.架場(ガラ藻場)の生態の総合的研究が

成し遂げられました。

新設の熱帯j見学専攻に移られてからは，熱帯海域の

海藻資源に関する文部省国際学術調査をフィリピンを

対象に2度にわたり主宰されました。これらの調査に

より，熱帯域の海藻資源の現状ならびに，日本の亜熱

帯海域の海藻類との関係等が明らかになってきまし

た。この熱帯域の海藻類の学術調査はその後，高知大

学，北海道大学等に引き継がれ，調査海j或はベトナム

沿岸等にも広がっています。またこの間，日本人大学

院生の指導のみならず外国人留学生の指導に精力的に

あたられ，帰国後母国で指導的役割を担っている人材

を育てられました。先生はまた，京都大学農学部だけ

でなく，京都大学理学音11，奈良女子大学理学部，岐阜

大学教育学部等でも非常勤講師として藻類学，臨海実

習の指導にあたられ，学生達に大きなインパクトを与

えました。

日本藻類学会においては，その発起人の一人として

学会設立に尽くされ，評議員として学会の発展に貢献

され，昭和 62年から 63年にかけて会長を勤められま

した。その他，日本水産学会においても長年支部評議

員を的jめられております。

先生は本当に研究を愛され，後輩の若手研究者を，

また学生を愛されていました。先生と一緒に仕事をし

た者，指導を受けた学生逮は先生の人柄が大好きでし

た。京都大学を退官後， -11寺体調を崩され入院されま

したがすぐに回復され，現役時代と同様，むしろあま
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り好きでなかった会議等が無い分，より活発に研究活

動を続けられ、精力的に論文も発表されていました。

福井県立大学で再び教鞭をとられるようになってから

も，京都大学のキャンパスへもほぼ2カ月に l度の

ベースで文献等の調査にお見えになっていました。今

年も7月にお見えになられ，そろそろお見えになられ

る頃だと考えていたところ， 9月末の水産学会のおり，

福井県立大学の方から先生が9月中ごろ心臓の発作で

入院されたが，だいぶ落ち着かれたからそれほど心配

ないであろうとの話をうかがった矢先の言ト報でありま

した。入院中も大学のこと，卒論生のことなどを非常

に気にされていたとの話もうかがいました。

ここに在りし日の先生を偲び，心からご冥福をお祈

りいたします。

(606-01京都市左京区北白川追分町京都大学農学

研究科熱帯農学専攻水産資源学教室)
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